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 要  旨 
 近年、ユビキタスコンピューティングの発展に伴う、様々な試みがなされ続けている。小
型化した情報機器、多様化センサなどの研究を展開し、空間的、地理的な通信能力が進むに
つれ、情報が水や電気、交通と同様な当り前の生活要素になりました。ユーザを含め、周囲
環境の中にユーザに関係ある物理オブジェクトに関する位置情報は、コンテキストアウェア
なサービスを提供するための基礎情報となる場合が多い。来るべき情報社会の基盤として、
測位技術は必要不可欠なものである。 
 GPS の様な屋外向け測位技術は多数の研究機関で研究され、今では一般的に世界中のユー
ザに使用されている。屋内利用できる測位技術は建物に専用設備を設置するなど導入、維持
ともに高コストな物しか存在しない。一方で、無線 LAN などの無線通信綱が急速に普及して
おり、先進の超広帯域無線通信方法である UWB 技術に基づくセンサーネットワークを用いた
測位技術も一部で研究されている。UWB 技術は主に二つのタイプがある。インパルス型 UWB
とマルチバンド・OFDM型 UWBである。両タイプの UWB が同時に存在する環境下での議論につ
いてあまり例を見ない。 
本論文では、UWB 技術を紹介し、UWB 技術の特徴を利用して測距精度要求が高くない場合に
簡単、低コストの測距手法及び検証方法を提案する。また、UWB センサーネットワークを利
用して検証実験を行った。そしてマルチバンド OFDM 型の UWB を用いた無線 USB環境において
インパルス UWB センサーネットワークが作動するときの検証実験を行い、無線 USB からの影
響を検討した。 
 
 以下に本論文の構成を示す。 
 
 第一章では、研究の背景や目的について述べる。 
 第二章では、UWB 技術の歴史、発展、定義を紹介し、UWB 技術の特徴と利点を述べる。 
 第三章では、屋内測位に対する既存の測距手法について紹介と比較を行い、測距精度要求
が高くない場合を対象とした簡単、低コストの測距手法を提案する。そして検証方法及び実
環境で行った検証実験を説明する。 
 第四章では、新しい応用環境の無線 USB セットを利用し、仮想のユーザ環境で測距手法の
再検討をする。実環境で行った検証実験で無線 USB の OFDM 環境からの影響を検討する。 
 第五章では、本論文のまとめを行い、今後の課題について述べる。 
 
